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第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
管
理
」
、
「
物
品
」
、
「
供
用
」
、
「
各
省
各
庁
の
長
」
、
「
各
省
各
庁
」
、
「
分
類
」
、
「
細
分
類
」
、
「
分
類
換
」
、
「
物
品
管
理
官
」
、
「
分
任
物
品
管
理
官
」
、
「
物
品
出
納
官
」
、
「
分
任
物
品
出
納
官
」
、
「
物
品
供

用
官
」
、
「
管
理
換
」
若
し
く
は
「
契
約
等
担
当
職
員
」
又
は
「
物
品
管
理
官
代
理
」
、
「
分
任
物
品
管
理
官
代
理
」
、
「
物
品
出
納
官
代
理
」
、
「
分
任
物
品
出
納
官
代
理
」
若
し
く
は
「
物
品
供
用
官
代
理
」
と
は
、
物
品
管
理
法
（
昭
和

三
十
一
年
法
律
第
百
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
、
第
二
条
、
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
五
条
第
一
項
、
第
八
条
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
、
第
九
条
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十

六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
九
条
第
一
項
又
は
物
品
管
理
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
九
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
管
理
、
物
品
、
供
用
、
各
省
各
庁
の
長
、
各
省
各
庁
、
分
類
、

細
分
類
、
分
類
換
、
物
品
管
理
官
、
分
任
物
品
管
理
官
、
物
品
出
納
官
、
分
任
物
品
出
納
官
、
物
品
供
用
官
、
管
理
換
若
し
く
は
契
約
等
担
当
職
員
又
は
物
品
管
理
官
代
理
、
分
任
物
品
管
理
官
代
理
、
物
品
出
納
官
代
理
、
分
任
物

品
出
納
官
代
理
若
し
く
は
物
品
供
用
官
代
理
を
い
う
。

第
二
条
　
削
除

（
所
属
分
類
決
定
の
手
続
）

第
三
条
　
物
品
管
理
官
（
分
任
物
品
管
理
官
を
含
む
。
第
六
条
、
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
は
、
そ
の
管
理
す
る
物
品
の
属
す
べ
き
分
類
（
細
分
類
を
含
む
。
第
三
十
八
条
第
一
項
を
除
き
、

以
下
同
じ
。
）
を
決
定
し
た
と
き
は
、
当
該
物
品
を
保
管
し
、
又
は
供
用
す
る
物
品
出
納
官
（
分
任
物
品
出
納
官
を
含
む
。
第
六
条
、
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
又
は
物
品
供
用
官
に
そ
の

分
類
、
品
目
及
び
数
量
を
明
ら
か
に
し
て
、
所
属
分
類
を
決
定
し
た
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
物
品
出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
保
管
中
又
は
供
用
中
の
物
品
に
つ
い
て
、
各
省
各
庁
の
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
分
類
、
番
号
等
の
標
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
物
品
出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
を
置
か
な
い
場
合
に
お
け
る
前
項
の
標
示
は
、
物
品
管
理
官
が
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
　
削
除

（
分
類
換
の
整
理
）

第
五
条
　
物
品
管
理
官
は
、
そ
の
管
理
す
る
物
品
の
分
類
換
を
し
た
と
き
は
、
当
該
物
品
を
保
管
し
、
又
は
供
用
す
る
物
品
出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
に
当
該
物
品
の
分
類
、
品
目
及
び
数
量
を
明
ら
か
に
し
て
、
分
類
換
を
し
た
旨
を

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
物
品
出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
保
管
中
又
は
供
用
中
の
物
品
に
つ
い
て
、
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
標
示
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
三
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
標
示
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
章
　
物
品
の
管
理
の
機
関

（
物
品
管
理
官
と
物
品
出
納
官
の
兼
職
の
禁
止
）

第
六
条
　
物
品
管
理
官
（
分
任
物
品
管
理
官
、
物
品
管
理
官
代
理
及
び
分
任
物
品
管
理
官
代
理
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
物
品
出
納
官
（
分
任
物
品
出
納
官
、
物
品
出
納
官
代
理
及
び
分
任
物
品
出
納
官
代
理
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
兼
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
物
品
管
理
官
の
事
務
の
一
部
を
処
理
す
る
職
員
が
、
物
品
出
納
官
を
兼
ね
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
代
理
を
さ
せ
る
場
合
）

第
七
条
　
各
省
各
庁
の
長
（
各
省
各
庁
の
長
が
物
品
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
委
任
し
、
代
理
さ
せ
又
は
分
掌
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
令
第
五
条
第
一
項
（
令
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
り
令
第
五
条
第
一
項
の
外
局
の
長
等
に
委
任
す
る
と
き
は
、
当
該
外
局
の
長
等
）
は
、
物
品
管
理
官
代
理
、
分
任
物
品
管
理
官
代
理
、
物
品
出
納
官
代
理
、
分
任
物
品
出
納
官
代
理
又
は
物
品
供
用
官
代
理
が
そ
れ
ぞ
れ
物
品
管

理
官
、
物
品
出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
の
事
務
を
代
理
す
る
場
合
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
置
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
代
理
さ
せ
る
つ
ど
定
め
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２
　
物
品
管
理
官
代
理
、
分
任
物
品
管
理
官
代
理
、
物
品
出
納
官
代
理
、
分
任
物
品
出
納
官
代
理
又
は
物
品
供
用
官
代
理
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
各
省
各
庁
の
長
又
は
外
局
の
長
等
の
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
物
品
管
理
官
、
物
品

出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
の
事
務
を
代
理
す
る
も
の
と
す
る
。
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３
　
物
品
管
理
官
、
物
品
出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
及
び
物
品
管
理
官
代
理
、
分
任
物
品
管
理
官
代
理
、
物
品
出
納
官
代
理
、
分
任
物
品
出
納
官
代
理
又
は
物
品
供
用
官
代
理
は
、
物
品
管
理
官
代
理
、
分
任
物
品
管
理
官
代
理
、
物
品

出
納
官
代
理
、
分
任
物
品
出
納
官
代
理
又
は
物
品
供
用
官
代
理
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
物
品
管
理
官
、
物
品
出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
の
事
務
を
そ
れ
ぞ
れ
代
理
す
る
と
き
は
、
代
理
開
始
及
び
終
止
の
年
月
日
並
び
に
物
品
管
理
官

代
理
、
分
任
物
品
管
理
官
代
理
、
物
品
出
納
官
代
理
、
分
任
物
品
出
納
官
代
理
又
は
物
品
供
用
官
代
理
が
取
り
扱
つ
た
物
品
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
範
囲
を
適
宜
の
書
面
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
の
規
定
は
、
物
品
管
理
官
代
理
、
分
任
物
品
管
理
官
代
理
、
物
品
出
納
官
代
理
、
分
任
物
品
出
納
官
代
理
又
は
物
品
供
用
官
代
理
が
物
品
管
理
官
、
物
品
出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
の
事
務
を
代
理
し
て
い
る
間
に
当
該
物
品

管
理
官
代
理
、
分
任
物
品
管
理
官
代
理
、
物
品
出
納
官
代
理
、
分
任
物
品
出
納
官
代
理
又
は
物
品
供
用
官
代
理
に
異
動
が
あ
つ
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
章
　
物
品
の
管
理

第
一
節
　
通
則

第
八
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
　
削
除

（
管
理
換
の
手
続
）

第
十
四
条
　
物
品
管
理
官
は
、
そ
の
管
理
す
る
物
品
の
管
理
換
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
物
品
を
保
管
し
、
又
は
供
用
す
る
物
品
出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
（
物
品
供
用
官
を
置
か
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
物
品
を
使
用
す
る

職
員
。
以
下
第
三
項
、
第
二
十
条
第
二
項
及
び
第
二
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
物
品
の
払
出
の
た
め
の
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
以
下
「
払
出
命
令
」
と
い
う
。
）
又
は
物
品
の
返
納
の
た
め
の
命
令
（
以
下

「
返
納
命
令
」
と
い
う
。
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
物
品
管
理
官
は
、
そ
の
管
理
す
る
物
品
の
管
理
換
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
管
理
換
を
受
け
る
べ
き
物
品
管
理
官
に
、
当
該
物
品
を
引
き
渡
す
べ
き
者
及
び
当
該
物
品
を
受
け
取
る
べ
き
時
期
、
場
所
そ
の
他
必
要
な
事
項

を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
物
品
の
管
理
換
を
受
け
る
べ
き
物
品
管
理
官
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
物
品
に
つ
い
て
、
関
係
の
物
品
出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
に
対
し
、
物
品
の
受
入
の
た
め
の
法
第
二
十
三
条
の
規
定

に
よ
る
命
令
（
以
下
「
受
入
命
令
」
と
い
う
。
）
を
し
、
又
は
供
用
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
、
物
品
の
受
領
の
た
め
の
命
令
（
以
下
「
受
領
命
令
」
と
い
う
。
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条
　
削
除

（
管
理
換
を
有
償
と
し
て
整
理
す
る
場
合
の
対
価
）

第
十
六
条
　
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
管
理
換
に
係
る
対
価
は
、
当
該
管
理
換
が
返
還
す
べ
き
条
件
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
管
理
換
に
係
る
物
品
に
つ
い
て
の
賃
貸
料
の
額
と
し
、
そ
の
他
の
管
理
換
の
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
物
品
に
つ
い
て
の
売
買
代
金
の
額
と
す
る
。

第
二
節
　
取
得
及
び
供
用

（
物
品
の
取
得
に
関
す
る
通
知
）

第
十
七
条
　
契
約
等
担
当
職
員
そ
の
他
物
品
に
係
る
事
務
又
は
事
業
を
行
う
職
員
は
、
取
引
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
物
品
を
取
得
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
物
品
を
取
得
す
る
予

定
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
物
品
管
理
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
通
知
又
は
令
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
物
品
の
取
得
に
関
す
る
通
知
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
価
格
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
取
得
す
る
物
品
又
は
取
得
し
た
物
品
の
品
目
、
数
量
、
規
格
及
び
価
格

二
　
取
得
の
時
期
及
び
場
所

三
　
取
得
の
原
因

（
取
得
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
の
通
知
）

第
十
八
条
　
契
約
等
担
当
職
員
は
、
令
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
基
い
て
同
項
の
措
置
を
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
、
当
該
措
置
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と
と
な
る
物
品
に
つ
い
て
同
項
に
規
定
す
る
事
項
を
当
該
措

置
を
請
求
し
た
物
品
管
理
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
取
得
の
手
続
）

第
十
九
条
　
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
物
品
管
理
官
が
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
物
品
管
理
官
が
第
十
七
条
第
一
項
の
通
知
を
受
け
た
物
品
に
つ
い
て
そ
の
取
得
を
不
適
当
と

認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
供
用
の
た
め
の
払
出
命
令
等
）

第
二
十
条
　
物
品
の
供
用
の
た
め
の
払
出
命
令
又
は
払
出
し
は
、
庁
中
常
用
の
事
務
用
雑
品
に
つ
い
て
は
、
毎
月
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
数
量
を
、
そ
の
他
の
物
品
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
必
要
な
数
量
を
限
り
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
物
品
管
理
官
が
供
用
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
物
品
管
理
官
は
、
物
品
の
供
用
の
た
め
の
払
出
命
令
を
し
、
又
は
払
出
し
を
す
る
と
き
は
、
物
品
供
用
官
に
対
し
、
供
用
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
受
領
命
令
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
物
品
を
使
用
す
る
職
員
の
う
ち
の
主
任
者
）

第
二
十
一
条
　
物
品
供
用
官
（
物
品
供
用
官
を
置
か
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
物
品
管
理
官
。
以
下
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
二
人
以
上
の
職
員
が
と
も
に
使
用
す
る
物
品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
職
員
の
う
ち
の
主
任
者
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
返
納
手
続
）

第
二
十
二
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
供
用
の
必
要
が
な
い
物
品
、
修
繕
又
は
改
造
を
要
す
る
物
品
及
び
供
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
物
品
の
別
に
応
じ
、
当
該
物
品
が
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
理
由
並
び
に
そ

の
分
類
、
品
目
、
数
量
及
び
現
況
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
明
ら
か
に
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
物
品
管
理
官
は
、
返
納
命
令
を
し
た
物
品
を
物
品
出
納
官
に
保
管
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
物
品
出
納
官
に
対
し
、
受
入
命
令
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
供
用
換
）

第
二
十
三
条
　
物
品
管
理
官
は
、
物
品
供
用
官
の
間
に
お
い
て
物
品
の
所
属
を
移
す
と
き
は
、
当
該
物
品
を
供
用
し
て
い
る
物
品
供
用
官
に
対
し
、
返
納
命
令
を
し
、
当
該
物
品
を
供
用
す
べ
き
物
品
供
用
官
に
対
し
、
供
用
の
目
的
を

明
ら
か
に
し
て
受
領
命
令
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
物
品
を
使
用
す
る
職
員
か
ら
の
返
納
）

第
二
十
四
条
　
物
品
を
使
用
す
る
職
員
（
第
二
十
一
条
の
物
品
に
あ
つ
て
は
、
同
条
の
主
任
者
。
以
下
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当
該
物
品
を
使
用
す
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
場
合
に
は
、
す
み
や
か
に
、
そ
の
旨
を
物
品
供
用
官
に

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
物
品
供
用
官
は
、
前
項
の
通
知
等
に
よ
り
物
品
を
供
用
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
物
品
を
使
用
す
る
職
員
に
対
し
、
返
納
命
令
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節
　
保
管

（
保
管
の
方
法
）

第
二
十
五
条
　
物
品
出
納
官
（
物
品
出
納
官
を
置
か
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
物
品
管
理
官
）
は
、
そ
の
保
管
に
係
る
物
品
を
供
用
又
は
処
分
に
適
す
る
物
品
、
修
繕
又
は
改
造
を
要
す
る
物
品
及
び
供
用
又
は
処
分
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
物
品
に
区
分
し
て
整
理
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
物
品
に
つ
い
て
の
異
動
を
常
に
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
以
外
の
者
の
施
設
に
お
け
る
保
管
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
の
通
知
）

第
二
十
六
条
　
契
約
等
担
当
職
員
は
、
令
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
基
い
て
同
項
の
措
置
を
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
請
求
を
し
た
物
品
管
理
官
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
以
外
の
者
の
施
設
に
お
け
る
保
管
の
手
続
）

第
二
十
七
条
　
物
品
管
理
官
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
知
に
係
る
措
置
が
国
以
外
の
者
の
施
設
を
借
り
上
げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
関
係
の
物
品
出
納
官
に
、
当
該
施
設
の
場
所
及

び
借
上
の
期
間
並
び
に
こ
れ
に
保
管
す
べ
き
物
品
の
品
目
及
び
数
量
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
前
項
の
措
置
が
物
品
出
納
官
の
保
管
中
の
物
品
又
は
物
品
供
用
官
の
供
用
中
の
物
品
を
国
以
外
の
者
の
施
設
に
保
管
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
国
以
外
の
者
が
保
管
す
る
物
品
の
引
渡
）

第
二
十
八
条
　
物
品
管
理
官
は
、
国
以
外
の
者
が
保
管
し
て
い
る
物
品
を
引
き
渡
す
場
合
に
は
、
当
該
物
品
を
保
管
し
て
い
る
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
物
品
の
引
渡
を
受
け
る
べ
き
者
に
こ
れ
を
証
す
る
書
類
を
交

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
物
品
の
引
渡
を
受
け
る
場
合
に
は
、
当
該
書
類
を
当
該
物
品
を
保
管
し
て
い
る
者
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
出
納
の
相
手
方
）

第
二
十
九
条
　
物
品
管
理
官
は
、
払
出
命
令
若
し
く
は
返
納
命
令
又
は
受
入
命
令
若
し
く
は
受
領
命
令
を
し
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
命
令
に
係
る
物
品
の
引
渡
を
物
品
出
納
官
若
し
く
は
物
品
供
用
官
か
ら
受
け
る
べ
き
者
又
は
こ
れ
ら

の
命
令
に
係
る
物
品
を
物
品
出
納
官
若
し
く
は
物
品
供
用
官
に
引
き
渡
す
べ
き
者
に
こ
れ
ら
の
命
令
の
写
そ
の
他
適
宜
の
証
明
書
類
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
各
省
各
庁
の
長
が
定
め
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
物
品
の
引
渡
を
受
け
、
又
は
物
品
を
引
き
渡
す
場
合
に
は
、
当
該
書
類
を
当
該
物
品
を
引
き
渡
す
べ
き
物
品
出
納
官
若
し
く
は
物
品
供
用
官
又
は
当
該
物
品
の
引
渡
を
受
け
る
べ
き
物
品
出

納
官
若
し
く
は
物
品
供
用
官
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
　
削
除

（
修
繕
又
は
改
造
の
た
め
の
措
置
の
通
知
）

第
三
十
一
条
　
契
約
等
担
当
職
員
そ
の
他
関
係
の
職
員
は
、
令
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
基
い
て
同
項
の
措
置
を
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
請
求
を
し
た

物
品
管
理
官
又
は
物
品
供
用
官
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
物
品
管
理
官
が
前
項
の
通
知
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
節
　
処
分

（
不
用
の
決
定
に
係
る
物
品
の
処
分
の
予
定
）

第
三
十
二
条
　
令
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
物
品
の
処
分
の
予
定
に
は
、
売
払
、
解
体
又
は
廃
棄
の
別
を
明
ら
か
に
し
、
売
払
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
時
期
及
び
場
所
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
解
体
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
解
体

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
理
由
、
解
体
の
時
期
及
び
解
体
後
の
処
理
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
廃
棄
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
廃
棄
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
理
由
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
用
の
決
定
の
整
理
）

第
三
十
三
条
　
第
五
条
の
規
定
は
、
物
品
管
理
官
が
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
管
理
す
る
物
品
に
つ
い
て
不
用
の
決
定
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
解
体
又
は
廃
棄
の
手
続
）

第
三
十
四
条
　
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
物
品
管
理
官
が
物
品
を
解
体
し
、
又
は
廃
棄
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
売
払
又
は
貸
付
の
た
め
の
措
置
の
通
知
等
）

第
三
十
五
条
　
契
約
等
担
当
職
員
は
、
令
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
基
い
て
同
項
の
措
置
を
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
請
求
を
し
た
物
品
管
理
官
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
物
品
管
理
官
が
前
項
の
通
知
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
亡
失
の
整
理
）

第
三
十
六
条
　
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
物
品
管
理
官
が
そ
の
管
理
す
る
物
品
に
つ
い
て
亡
失
の
事
実
を
確
認
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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第
四
章
　
物
品
管
理
職
員
等
の
責
任

（
物
品
供
用
官
の
亡
失
及
び
損
傷
の
報
告
）

第
三
十
七
条
　
物
品
供
用
官
は
、
令
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
供
用
中
の
物
品
の
亡
失
又
は
損
傷
の
報
告
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
物
品
を
使
用
す
る
職
員
に
係
る
も
の
及
び
そ
れ
以
外
の
も
の
に
区
分
し
て
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
分
任
物
品
出
納
官
等
の
亡
失
及
び
損
傷
等
の
報
告
）

第
三
十
七
条
の
二
　
物
品
出
納
官
は
、
分
任
物
品
出
納
官
の
令
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
と
り
ま
と
め
て
物
品
管
理
官
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
物
品
管
理
官
は
、
分
任
物
品
管
理
官
の
令
第
三
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
と
り
ま
と
め
て
当
該
報
告
を
受
け
る
べ
き
者
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
雑
則

（
帳
簿
の
記
録
等
）

第
三
十
八
条
　
物
品
管
理
簿
、
物
品
出
納
簿
及
び
物
品
供
用
簿
に
は
、
物
品
の
分
類
、
細
分
類
及
び
品
目
ご
と
に
、
そ
の
増
減
等
の
異
動
数
量
、
現
在
高
そ
の
他
物
品
の
異
動
に
関
す
る
事
項
及
び
そ
の
他
物
品
の
管
理
上
必
要
な
事
項

を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
各
省
各
庁
の
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
機
械
及
び
器
具
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
価
格
（
取
得
価
格
が
な
い
場
合
又
は
取
得
価
格
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
、
見
積
価
格
）
を
、

物
品
管
理
簿
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
令
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
大
臣
が
指
定
す
る
美
術
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
価
格
（
当
該
取
得
価
格
と
時
価
額
と
に
著
し
い
差
が
あ
る
場
合
、
取
得
価
格
が
な
い
場
合
又
は
取
得
価

格
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
、
見
積
価
格
）
を
、
物
品
管
理
簿
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
物
品
管
理
官
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
物
品
管
理
簿
に
記
録
さ
れ
た
価
格
を
、
改
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
　
削
除

（
交
替
及
び
廃
止
の
場
合
の
帳
簿
の
引
継
等
）

第
四
十
二
条
　
物
品
管
理
官
、
分
任
物
品
管
理
官
、
物
品
出
納
官
、
分
任
物
品
出
納
官
又
は
物
品
供
用
官
（
以
下
「
物
品
管
理
官
等
」
と
い
う
。
）
が
交
替
す
る
と
き
は
、
前
任
の
物
品
管
理
官
等
（
物
品
管
理
官
代
理
、
分
任
物
品
管
理

官
代
理
、
物
品
出
納
官
代
理
、
分
任
物
品
出
納
官
代
理
又
は
物
品
供
用
官
代
理
が
、
物
品
管
理
官
等
の
事
務
を
代
理
し
て
い
る
と
き
は
、
物
品
管
理
官
代
理
、
分
任
物
品
管
理
官
代
理
、
物
品
出
納
官
代
理
、
分
任
物
品
出
納
官
代
理

又
は
物
品
供
用
官
代
理
。
以
下
本
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
引
き
継
ぐ
べ
き
物
品
管
理
簿
、
物
品
出
納
簿
又
は
物
品
供
用
簿
（
以
下
「
物
品
管
理
簿
等
」
と
い
う
。
）
及
び
こ
れ
ら
の
関
係
書
類
の
名
称
及
び
件
数
並
び
に
引
継
の
日

付
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
引
継
書
（
以
下
「
引
継
書
」
と
い
う
。
）
を
交
替
の
日
の
前
日
を
も
つ
て
作
成
し
、
後
任
の
物
品
管
理
官
等
と
と
も
に
記
名
し
、
当
該
引
継
書
を
物
品
管
理
簿
等
に
添
附
し
て
、
こ
れ
ら
を
後
任
の

物
品
管
理
官
等
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

２
　
物
品
管
理
官
等
が
廃
止
さ
れ
る
と
き
は
、
廃
止
さ
れ
る
物
品
管
理
官
等
（
物
品
管
理
官
代
理
、
分
任
物
品
管
理
官
代
理
、
物
品
出
納
官
代
理
、
分
任
物
品
出
納
官
代
理
又
は
物
品
供
用
官
代
理
が
、
物
品
管
理
官
等
の
事
務
を
代
理

し
て
い
る
と
き
は
、
物
品
管
理
官
代
理
、
分
任
物
品
管
理
官
代
理
、
物
品
出
納
官
代
理
、
分
任
物
品
出
納
官
代
理
又
は
物
品
供
用
官
代
理
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
引
継
書
を
廃
止
さ
れ
る
日
の
前
日
を
も
つ
て
作
成
し
、

引
継
を
受
け
る
物
品
管
理
官
等
と
と
も
に
記
名
し
、
当
該
引
継
書
を
物
品
管
理
簿
等
に
添
附
し
て
、
引
継
を
受
け
る
物
品
管
理
官
等
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

３
　
前
任
の
物
品
管
理
官
等
又
は
廃
止
さ
れ
る
物
品
管
理
官
等
が
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
引
継
の
手
続
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
後
任
の
物
品
管
理
官
等
又
は
廃
止
に
伴
い
引
継
を
受
け
る
物
品
管
理

官
等
が
引
継
書
を
作
成
し
、
こ
れ
に
記
名
す
れ
ば
足
り
る
。

（
物
品
増
減
及
び
現
在
額
報
告
書
の
様
式
等
）

第
四
十
三
条
　
法
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
物
品
増
減
及
び
現
在
額
報
告
書
の
様
式
及
び
記
入
の
方
法
は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
適
用
除
外
）

第
四
十
四
条
　
令
第
四
十
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
物
品
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物
品
と
す
る
。

一
　
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
資
金
の
前
渡
を
受
け
た
職
員
が
当
該
資
金
に
よ
り
取
得
し
た
物
品

二
　
各
省
各
庁
の
長
が
財
務
大
臣
に
協
議
し
て
定
め
る
官
署
に
お
い
て
管
理
す
る
物
品

（
実
地
監
査
）

第
四
十
五
条
　
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
実
地
監
査
は
、
別
に
定
め
る
監
査
要
領
に
従
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
当
該
職
員
は
、
前
項
の
実
地
監
査
を
す
る
場
合
に
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
監
査
証
票
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
呈
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
例
）

第
四
十
六
条
　
各
省
各
庁
の
長
は
、
そ
の
所
管
す
る
物
品
の
管
理
に
つ
い
て
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
難
い
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
て
そ
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
四
年
六
月
六
日
大
蔵
省
令
第
四
五
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
四
月
一
日
大
蔵
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
一
〇
月
七
日
大
蔵
省
令
第
五
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
一
一
月
一
九
日
大
蔵
省
令
第
五
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
一
二
月
一
七
日
大
蔵
省
令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
一
一
月
三
〇
日
大
蔵
省
令
第
八
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
契
約
事
務
取
扱
規
則
第
二
十
六
条
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
三
月
二
〇
日
大
蔵
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
四
月
六
日
大
蔵
省
令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
二
四
日
大
蔵
省
令
第
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
書
式
に
よ
る
帳
簿
及
び
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
つ
く
ろ
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
九
月
二
九
日
大
蔵
省
令
第
七
五
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
（
第
四
十
二
条
を
除
く
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
書
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
財
務
省
令
第
四
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
一
月
一
二
日
財
務
省
令
第
五
四
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
見
積
価
格
の
算
定
が
必
要
な
美
術
品
の
う
ち
、
美
術
品
を
国
外
に
お
い
て
所
有
し
て
い
る
等
直
ち
に
見
積
価
格
の
算
定
が
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
平

成
二
十
五
年
度
の
末
日
ま
で
に
、
見
積
価
格
を
算
定
し
、
物
品
管
理
簿
へ
の
記
録
を
終
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
財
務
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
改
正
前
の
様
式
又
は
書
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
い
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
一
日
財
務
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
四
日
財
務
省
令
第
七
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
又
は
書
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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別
表
第
一

別表第一
１様式

所属省庁　　　　　 　　　　　

現在 現在

個 円 個 円 個 円 個 円 円 個 円

　備考 １ 用紙の大きさは、日本産業規格A列4とする。

２ 会計別に別葉とする。

2 記入の方法

一

二

三

四

五

六

七

八

　　　年度　物品増減及び現在額報告書

(3)

(4)数量 (5)価格

(6)　　　　　　年　度　間　増　減

(7)            増(10)           減(13)　　差　 　引

(18)数量 (19)価格(8)数量 (9)価格 (11)数量 (12)価格 (14)数量 (15)価格
又は減

品 目

(2)(1)

分 類 及 び

細 分 類

　　　　　年度末

(17)

　　　　　年度末(16)

価 格 改 定

に よ る 増

会計　　　　　　　

(17)の欄には、(3)、(13）及び(16)の各欄の数量及び価格のそれぞれの合計を記入するものとする。

(16)の欄には、第三十八条第四項の規定による価格の改定が行なわれた場合にあつては、当該改定による価格の差引増減額（差引減
額のあるときは、その数字の左上部に△を付するものとする。）を、同条第一項の規定により記録された物品のうち当該物品の価格
が明らかなものについて見積価格を算定した結果、令第四十三条第一項の規定に該当することとなつた場合にあつては当該見積価格
と当該物品の価格との差引増額を記入するものとする。

価格の合計を記入するものとする。

の合計を記入するものとする。

おいて、差引減額のあるときは、その数字の左上部に△を付するものとする。

(10)の欄には、報告対象年度中に各省各庁所属の物品管理官が管理しないこととなつた物品について、品目ごとにその数量及び価格

(13)の欄には、(7)の欄の数量及び価格から(10)の欄の数量及び価格を差し引いた数量及び価格を記入するものとする。この場合に

(1)の欄には、物品の分類及び細分類を記入するものとする。

(2)の欄には、財務大臣が定める品目の区分により物品の品目を記入するものとする。

の合計を記入するものとする。

(3)の欄には、報告対象年度の前年度末において各省各庁所属の物品管理官が管理する物品について、品目ごとにその数量及び価格

(7)の欄には、報告対象年度中に新たに各省各庁所属の物品管理官が管理することとなつた物品について、品目ごとにその数量及び
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別
表
第
二

表面

別

第 号 表

第

年 月 日発行 二

官職氏名 監

査

物品管理法（昭和31年法律第113号） 証

第12条第２項の規定に基づく監査証票 票

の

財務大臣 書

財務局長 式

又は福岡財務支局長

裏面

物品管理法（抄）

（管理事務の総括）

第12条 （第１項 略）

２ 財務大臣は、物品の管理の適正を期するため必要があると認めるときは、各省各庁の長

に対し、その所管に属する物品について、その状況に関する報告を求め、当該職員に実

地監査を行わせ、又は閣議の決定を経て、分類換、第16条第１項に規定する管理換その

他必要な措置を求めることができる。

この監査証票の有効期限は、発行の日の属する会計年度の終了する日までとする。

備考

１ 用紙は厚紙青紙とし、寸法は日本産業規格Ｂ列８とする。

２ この監査証票は、財務本省所属の職員に係るものにあつては財務大臣が、財務局所属の職員に係

るものにあつては財務局長が、福岡財務支局所属の職員に係るものにあつては福岡財務支局長が、

それぞれ発行するものとする。
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